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ス
ト
ッ
ク
社
会
の
住
宅
を
展
望

ス
ト
ッ
ク
社
会
の
住
宅
を
展
望

社
整
審

分
科
会
住
生
活
基
本
計
画
の
見
直
し
へ

上
下
水
道
の
老
朽
化
対
策
推
進

道
路
陥
没
事
故
の
不
安
払
拭
へ

国
土
交
通
省
は
４
月
１７

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
３
号
館
会
議
室
で

第
６３
回
「
社
会
資
本
整
備
審

議
会
住
宅
宅
地
分
科
会
」

（
分
科
会
長
・
大
月
敏
雄
東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
教
授
）
を
開
催
し
た
。
住

生
活
基
本
計
画
の
見
直
し
に

向
け
て
委
員
ら
が
ス
ト
ッ
ク

社
会
に
お
け
る
住
宅
・
住
環

境
・
市
場
の
あ
り
方
な
ど
を

展
望
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
繰
り
広
げ
た
。

学
識
者
、
関
係
団
体
・
企

業
な
ど
で
構
成
す
る
同
分
科

会
で
は
住
生
活
基
本
計
画
の

見
直
し
へ
昨
年
１０
月
か
ら
本

格
的
な
検
討
を
開
始
。
大
都

市
と
地
方
、
高
齢
者
単
身
世

帯
の
住
生
活
、
子
育
て
世
帯

の
住
生
活
、
働
き
方
・
住
ま

い
方
の
変
化
へ
の
対
応
、
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
あ

り
方
、
住
ま
い
の
終
活
・
空

き
家
予
防
な
ど
を
論
点
に

国
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間

事
業
者
な
ど
が
果
た
す
べ
き

役
割
な
ど
の
議
論
を
重
ね
て

い
る
。

当
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
委
員
の
中
城
康
彦

明
海
大
学
不
動
産
学
部
教

授
、
野
澤
千
絵
明
治
大
学

政
治
経
済
学
部
教
授
、
臨

時
委
員
の
馬
場
研
治
一
般

社
団
法
人
全
国
住
宅
産
業

協
会
会
長
、
吉
田
淳
一
一

般
社
団
法
人
不
動
産
協
会

理
事
長
、
関
係
団
体
か
ら

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
（
Ｕ
Ｒ
）
な
ど
が
多

角
的
な
観
点
か
ら
意
見
を

表
明
。
と
く
に
人
生
１
０
０

年
時
代
の
ス
ト
ッ
ク
社
会
に

お
け
る
住
生
活
に
つ
い
て
認

識
を
深
め
た
。

今
後
は
２
０
５
０
年
を
見

据
え
た
中
長
期
的
な
住
宅
政

策
の
方
向
性
な
ど
を
検
討

し
、
１１
月
頃
に
中
間
報
告
を

ま
と
め
る
。
そ
の
う
え
で
年

末
か
ら
新
た
な
基
本
計
画

（
全
国
計
画
）
案
に
つ
い
て

議
論
し
、
来
年
３
月
に
閣
議

決
定
す
る
予
定
だ
。

国
土
交
通
省
は
４
月
１７
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
３
号
館
会
議
室
で
第
３
回
「
上
下
水
道
政
策
の

基
本
的
な
あ
り
方
検
討
会
」
（
委
員
長
・
滝
沢
智
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
教
授
）
を
開

き
、
当
面
の
論
点
を
整
理
し
た
。
水
道
管
・
下
水
道
管
の
老
朽
化
に
よ
る
道
路
陥
没
事
故
が
多
発
し
、
国
民
の
不

安
を
招
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
対
策
の
推
進
に
不
可
欠
な
経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て
先
行
的
に
議
論
す

る
。
事
業
運
営
に
対
す
る
不
安
を
払
拭
し
、
持
続
可
能
で
強
靭
な
上
下
水
道
の
実
現
を
め
ざ
す
。

埼
玉
県
八
潮
市
に
お
け
る

大
規
模
な
道
路
陥
没
事
故
を

踏
ま
え
、
同
省
は
重
大
事
故

を
未
然
に
防
止
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に

伴
い
上
下
水
道
施
設
の
老
朽

化
対
策
を
支
え
る
経

営
基
盤
の
抜
本
的
な

強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

当
日
の
検
討
会
で

は
国
交
省
の
松
原
誠

上
下
水
道
審
議
官
が

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
第
２
回
会
合
の

あ
と
八
潮
市
の
事
故

が
発
生
し
、
状
況
が

大
き
く
変
わ
っ
た
。

対
策
委
員
会
を
設
け
て
施
設

管
理
の
あ
り
方
を
議
論
し
て

い
る
が
、
そ
れ
を
担
保
す
る

経
営
基
盤
の
強
化
に
目
を
向

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
当

検
討
会
の
進
め
方
に
つ
い
て

も
見
直
し
を
図
っ
た
と
こ
ろ

だ
。
上
下
水
道
へ
の
国
民
の

関
心
は
高
ま
っ
て
お
り
、
時

機
を
逃
さ
ず
的
確
な
政
策
を

打
ち
出
し
た
い
」
と
述
べ
、

一
層
の
協
力
を
要
請
し
た
。

続
い
て
滝
沢
委
員
長
が

「
八
潮
市
の
よ
う
な
大
規
模

な
事
故
は
影
響
も
大
き
い
。

国
民
の
不
安
を
取
り
除
く
こ

と
が
必
要
だ
。
上
下
水
道
の

老
朽
化
対
策
を
着
実
に
進
め

る
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
示
し
た
。

議
事
で
は
上
下
水
道
の
経

営
に
関
す
る
現
状
に
つ
い
て

確
認
。
そ
れ
に
よ
る
と
水
道

料
金
は
小
規
模
自
治
体
ほ
ど

高
額
に
な
る
傾
向
に
あ
り
、

水
道
事
業
者
の
約
半
数
が
人

員
不
足
な
ど
を
理
由
に
１１
年

以
上
も
料
金
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
な
い
。
料
金
収
入
は

お
お
む
ね
横
ば
い
で
国
際
的

に
み
て
も
低
水
準
と
な
っ
て

い
る
。

給
水
人
口
は
１
９
９
８
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
を
示

し
、
維
持
管
理
・
建
設
改
良

費
が
増
加
。
過
去
１０
年
の
水

道
投
資
額
は
平
均
１
兆
３
０

０
０
億
円
で
今
後
３０
年
に
１

兆
８
０
０
０
億
円
に
増
大
す

る
見
通
し
だ
。
下
水
道
の
維

持
管
理
・
更
新
費
も
２
０
１

８
年
の
８
０
０
０
億
円
か
ら

２
０
４
６
年
に
は
１
兆
３
０

０
０
億
円
ま
で
拡
大
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

検
討
会
で
は
①
現
行
の
料
金

水
準
や
料
金
改
定
状
況
の
評

価
と
課
題
②
自
治
体
間
の
料

金
格
差
の
と
ら
え
方
③
事
業

の
持
続
性
を
確
保
し
つ
つ
地

域
格
差
の
拡
大
や
料
金
上
昇

を
で
き
る
限
り
抑
制
す
る
取

り
組
み
―
―
な
ど
を
論
点
に

議
論
を
進
め
て
い
く
。

５
月
に
中
間
報
告
の
骨
子

を
示
し
、
６
月
に
中
間
報
告

案
を
ま
と
め
る
。

経営基盤の強化を経営基盤の強化を
松原審議官

国交省検討会が論点整理

滝沢委員長

委員らがプレゼンテーション
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